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(57)【要約】
【課題】
　作業者が露光装置を手動操作している場合でも、露光
装置に不具合が発生しないようにオンライン操作が可能
な露光装置を提供すること。
【解決手段】　
　ホストコンピュータとの通信を行う通信手段と、作業
者の手動操作のための入出力手段と、記憶手段と、演算
手段とを有し、前記ホストコンピュータからのオンライ
ン操作と入出力手段からの作業者操作とにしたがって基
板を露光する露光装置であって、作業者の認証を行う認
証手段を有し、記憶手段は、各作業者が実行可能な手動
操作を示す作業者操作設定の情報と、各手動操作と並行
した実行が禁止されるオンライン操作を示すオンライン
操作設定の情報とを記憶し、演算手段は、認証手段によ
り認証が行われた場合において、記憶手段に記憶された
作業者操作設定の情報とオンライン操作設定の情報とに
基づいて、ホストコンピュータからのオンライン操作の
実行の許可を行う。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
ホストコンピュータとの通信を行う通信手段と、作業者の手動操作のための入出力手段と
、記憶手段と、演算手段とを有し、前記ホストコンピュータからのオンライン操作と前記
入出力手段からの作業者操作とにしたがって基板を露光する露光装置であって、
  作業者の認証を行う認証手段を有し、
　前記記憶手段は、各作業者が実行可能な手動操作を示す作業者操作設定の情報と、各手
動操作と並行した実行が禁止されるオンライン操作を示すオンライン操作設定の情報とを
記憶し、
　前記演算手段は、前記認証手段により前記認証が行われた場合において、前記記憶手段
に記憶された前記作業者操作設定の情報と前記オンライン操作設定の情報とに基づいて、
前記ホストコンピュータからのオンライン操作の実行の許可を行う、ことを特徴とする露
光装置。
【請求項２】
　前記演算手段は、前記許可を行わない場合、そのことを示す信号を、前記通信手段を介
して前記ホストコンピュータに送信する、ことを特徴とする請求項１に記載の露光装置。
【請求項３】
　前記演算手段は、前記場合において、実行不可能なオンライン操作を示す信号を、前記
通信手段を介して前記ホストコンピュータに送信する、ことを特徴とする請求項２に記載
の露光装置。
【請求項４】
　前記演算手段は、前記記憶手段に記憶された前記作業者操作設定の情報が変更される毎
に、実行不可能なオンライン操作を示す信号を送信する、ことを特徴とする請求項３に記
載の露光装置。
【請求項５】
　前記演算手段は、前記記憶手段に記憶された前記オンライン操作設定の情報が変更され
る毎に、実行不可能なオンライン操作を示す信号を送信する、ことを特徴とする請求項３
に記載の露光装置。
【請求項６】
　前記演算手段は、前記認証の後に前記入出力手段を介した手動操作が継続して行われて
いない時間を計測し、計測された前記時間が閾値を超えた場合、そのことを示す信号を前
記入出力手段に出力させる、ことを特徴とする請求項１に記載の露光装置。
【請求項７】
　前記演算手段は、前記認証の後に前記入出力手段を介した手動操作が継続して行われて
いない時間を計測し、計測された前記時間が閾値を超えた場合、そのことを示す信号を、
前記通信手段を介して前記ホストコンピュータに送信する、ことを特徴とする請求項１に
記載の露光装置。
【請求項８】
　前記演算手段は、前記認証の後に前記入出力手段を介した手動操作が継続して行われて
いない時間を計測し、計測された前記時間が閾値を超えた場合、前記認証を解除する、こ
とを特徴とする請求項１に記載の露光装置。
【請求項９】
　前記演算手段は、前記認証を解除した場合、そのことを示す信号を、前記通信手段を介
して前記ホストコンピュータに送信する、ことを特徴とする請求項８に記載の露光装置。
【請求項１０】
　請求項１乃至９のいずれかに記載の露光装置を用いて基板を露光する工程と、
　前記工程で露光された基板を現像する工程と、
を有することを特徴とするデバイス製造方法。
 
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、半導体集積回路素子、液晶表示素子等のデバイスの製造に使用される露光装
置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　ホストコンピュータからのオンライン操作により露光装置が自動でオンライン運用され
ている場合に、不具合の発生やメンテナンス作業などのために、作業者が露光装置を手動
操作することがある。このとき、ホストコンピュータからのオンライン操作と作業者の手
動操作が、互いに関連があり、それらが同時に実行されることで、露光装置に不具合が発
生することがある。
　特許文献１および２で提案された従来例では、この不具合を防ぐために、オンライン操
作の禁止状態を設けて、ホストコンピュータからのオンライン操作と作業者の手動操作が
同時に実行されることを防止していた。
【特許文献１】特開平１０－１７２９０３号公報
【特許文献２】特開平１１－０５４４２９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　上述の従来例では、ホストコンピュータからのオンライン操作によるオンライン運用中
に、作業者が露光装置を手動操作する場合、オンライン操作を禁止状態に切り替えて、作
業者が手動操作を行う必要があった。このオンライン操作禁止状態では、ホストコンピュ
ータからの全てのオンライン操作が禁止されている。このため、作業者がホストコンピュ
ータからのオンライン操作に関連しない手動操作を行うとしても、オンライン操作が実行
できず、オンライン運用を停止する必要があり、生産性が低下した。
　また、作業者が手動操作を終了した後に、オンライン操作禁止状態を解除する必要があ
るが、解除することを行わないミスにより、長時間、オンライン運用が中断されることも
あり、これも生産性低下の原因となっていた。
　そこで、本発明は、例えば、作業者が露光装置を手動操作している場合でも、露光装置
に不具合が発生しないようにオンライン操作が可能な露光装置を提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　上記課題を解決するための本発明の露光装置は、ホストコンピュータとの通信を行う通
信手段と、作業者の手動操作のための入出力手段と、記憶手段と、演算手段とを有し、前
記ホストコンピュータからのオンライン操作と前記入出力手段からの作業者操作とにした
がって基板を露光する露光装置であって、作業者の認証を行う認証手段を有し、
前記記憶手段は、各作業者が実行可能な手動操作を示す作業者操作設定の情報と、各手動
操作と並行した実行が禁止されるオンライン操作を示すオンライン操作設定の情報とを記
憶し、前記演算手段は、前記認証手段により前記認証が行われた場合において、前記記憶
手段に記憶された前記作業者操作設定の情報と前記オンライン操作設定の情報とに基づい
て、前記ホストコンピュータからのオンライン操作の実行の許可を行う、ことを特徴とす
る。
【発明の効果】
【０００５】
　本発明によれば、例えば、作業者が露光装置を手動操作している場合でも、露光装置に
不具合が発生しないようにオンライン操作が可能な露光装置を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００６】
　以下、添付図面を参照して、本発明の実施例について説明する。
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　図１は、本実施例の露光装置１とホストコンピュータ６がオンライン接続された構成図
である。
　露光装置１は、ホストコンピュータ６との通信を行う通信手段である通信装置２と、作
業者の手動操作のための入出力手段である入出力装置３と、記憶手段である記憶装置４と
、演算手段である演算装置５とを有し、ホストコンピュータ６からのオンライン操作と入
出力装置３からの作業者操作とにしたがって図示されない周知の基板を露光する装置であ
る。
　通信装置２は、露光装置１とオンライン接続されているホストコンピュータ６との通信
を行う装置である。入出力装置３は、作業者１１，１２，１３，１４が露光装置１を手動
操作するための情報を入出力する装置である。記憶装置４は、前記情報の書き込み、保存
、読み出しを行う装置である。演算装置５は、通信装置２、入出力装置３および記憶装置
４の制御を行う装置である。ホストコンピュータ６は、露光装置１と通信を行い、遠隔位
置から露光装置１のオンライン操作を行う装置である。
【０００７】
　図１、図２、図３に示されるように、作業者が入出力装置３により行いうる露光装置１
の手動操作を作業者操作Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄとする。
　図２は、作業者１１，１２，１３，１４のそれぞれが可能な作業者操作Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ
の設定内容の一例を示す。
　本実施例の露光装置１は、作業者の認証を行う認証手段である入力装置３、記憶装置４
および演算装置５を有する。
　記憶装置４は、各作業者が実行可能な手動操作を示す作業者操作設定の情報と、各手動
操作と並行した実行が禁止されるオンライン操作を示すオンライン操作設定の情報とを記
憶する。すなわち、作業者１１，１２，１３，１４のそれぞれが実行可能な作業者操作Ａ
，Ｂ，Ｃ，Ｄの設定（作業者操作設定）は、入出力装置３から入力し、または、ホストコ
ンピュータ６からのオンライン操作で入力して記憶装置４に保存する。また、ホストコン
ピュータ６から可能なオンライン操作をオンライン操作Ｅ，Ｆ，Ｇ，Ｈとする。作業者操
作Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄに関連して不具合の発生する可能性のあるオンライン操作Ｅ，Ｆ，Ｇ，
Ｈの設定（オンライン操作設定、図３）は、入出力装置３から入力し、または、ホストコ
ンピュータ６からのオンライン操作で入力して記憶装置４に保存する。オンライン操作Ｅ
，Ｆ，Ｇ，Ｈの実行を禁止するオンライン操作禁止状態において、オンライン操作Ｅ，Ｆ
，Ｇ，Ｈが指示された場合には、作業者操作設定とオンライン操作設定とを記憶装置４か
ら読み出す。
　さらに、両設定に基づき、指示されたオンライン操作が実行された場合に不具合の発生
する可能性があるか否かを演算装置５で判断する。すなわち、演算装置５は、認証手段で
ある入出力装置３および記憶装置４により認証が行われた場合において、記憶装置４に記
憶された作業者操作設定の情報とオンライン操作設定の情報とに基づいて、ホストコンピ
ュータ６からのオンライン操作の実行の許可を行う。
　演算装置５は、オンライン操作の実行の許可を行わない場合、そのことを示す信号を、
通信装置２を介してホストコンピュータ６に送信する。
【０００８】
　図２は、例えば、作業者１１は、○で示される作業者操作Ａ、Ｃ、Ｄを実行可能である
が、×で示される作業者操作Ｂは実行不可能であることを示す。
　作業者１１，１２，１３，１４が、露光装置１の手動操作を開始する場合、各作業者１
１，１２，１３，１４の情報は記憶装置４に保存されており、入力装置３から作業者１１
，１２，１３，１４の情報を入力して、記憶装置４に保存してある情報と照合する。この
照合で情報が、一致した場合に作業者１１，１２，１３，１４は、手動操作を開始するこ
とができる。例えば、入力装置３がキーボードである場合、作業者１１，１２，１３，１
４がＩＤとパスワードを入力して、記憶装置４に保存してある情報と照合して、一致した
場合に手動操作を開始する。また、入力装置３が指紋読取装置である場合、作業者１１，
１２，１３，１４の指紋を読み取り、記憶装置４に保存してある情報と照合して、一致し
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た場合に手動操作を開始する。作業者１１，１２，１３，１４の情報を入力して、記憶装
置４に保存してある情報と照合する方法（認証方法）は他にも存在するが、本発明ではそ
の方法は限定しない。
　前記方法で作業者１１，１２，１３，１４が手動操作を開始した場合、記憶装置４に保
存してある作業者操作設定から、現在操作中の作業者１１，１２，１３，１４が実行可能
な作業者操作を演算装置５が読み出し、実行可能な手動操作のみを操作可能になるように
制御する。
　なお、図２示される内容は一例であり、作業者１１，１２，１３，１４および作業者操
作Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄそれぞれの数、内容それに限定されるものではない。また、作業者１１
，１２，１３，１４に関しては、作業者毎の設定ではなく、ある所定の条件でグループ化
した作業者のグループ毎の設定としてもよい。
【０００９】
　図３は、図２の作業者操作Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄに対して、オンライン操作Ｅ，Ｆ，Ｇ，Ｈの
設定内容の一例を示す。
　例えば、作業者操作Ａが行われている場合、○で示されるオンライン操作Ｅ，Ｆ，Ｇが
実行されても不具合が発生する可能性はないが、×で示されるオンライン操作Ｈが実行さ
れたら不具合が発生する可能性があることを示す。
　例えば、作業者操作Ａが半導体を製造するための処理に関わる設定を変更するという手
動操作で、オンライン操作Ｅが露光装置１の内部温度、湿度などの装置の状態を表す変数
の値を取得するというオンライン操作の場合、お互いの操作は関連が無い。このため、作
業者操作Ａとオンライン操作Ｅとが同時に実行されても不具合が発生する可能性はない。
　一方、半導体を製造するための処理に関わる設定を変更する作業者操作が行われている
間に、ホストコンピュータ６がオンライン操作Ｈにより半導体を製造するための処理を開
始した場合、誤った設定で半導体を製造する処理が行われて不具合が発生する可能性があ
る。
【００１０】
　図４は、オンライン操作が指示された場合に、演算装置５がそのオンライン操作の実行
可能、不可能を判断して、そのオンライン操作を実行する、または実行不可能であること
をホストコンピュータ６に通知する処理の流れを示す。
　演算装置５は、オンライン操作の実行の許可を行わない場合において、実行不可能なオ
ンライン操作を示す信号を、通信装置２を介してホストコンピュータ６に送信する。
　オンライン操作が指示された場合、オンライン操作禁止状態かどうかを判断する。（ス
テップ２１）
　オンライン操作禁止状態でない場合は、そのオンライン操作を実行して（ステップ２５
）、終了する。
　オンライン操作禁止状態の場合は、指示されたオンライン操作に対して、不具合の発生
する可能性のある作業者操作を、記憶装置４に保存されているオンライン操作設定から読
み出す。（ステップ２２）
　その作業者操作が、現在操作中の作業者の実行可能な作業者操作に含まれるかを判断す
る。（ステップ２３）
　含まれない場合は、そのオンライン操作を実行する。（ステップ２５）
　含まれる場合は、そのオンライン操作を実行せず、ホストコンピュータ６に対して、実
行不可能を表す情報を通知する。（ステップ２４）
【００１１】
　図５は、オンライン操作が指示された場合に、演算装置５がそのオンライン操作の実行
可能、不可能を判断して、そのオンライン操作を実行する、またはその実行を一時停止す
る流れを示す。さらに、オンライン操作禁止状態の解除や作業者の操作終了などにより、
そのオンライン操作が実行可能となる条件満たした場合に、そのオンライン操作を実行す
る処理の流れを示す。
　オンライン操作が指示された場合、オンライン操作禁止状態かどうかを判断する。（ス
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テップ３１）
　オンライン操作禁止状態でない場合は、そのオンライン操作を実行して（ステップ３５
）、終了する。
　オンライン操作禁止状態の場合は、指示されたオンライン操作に対して、不具合の発生
する可能性のある作業者操作を、記憶装置４に保存されているオンライン操作設定から読
み出す。（ステップ３２）
　その作業者操作が、現在操作中の作業者が実行可能な作業者操作に含まれるか否かを判
断する。（ステップ３３）
　含まれない場合は、そのオンライン操作を実行する。（ステップ３５）
　含まれる場合は、そのオンライン操作を実行せず、予め定められた時間だけ停止して、
再度、オンライン操作禁止状態の判断の処理（ステップ３１）に戻る。（ステップ３４）
【００１２】
　図４および図５に示される処理は、同じオンライン操作に対して同時に行われることは
なく、選択的に行われる。各オンライン操作に対して、どちらの処理を行うのかという設
定を記憶装置４に保存して、オンライン操作が指示された場合、演算装置５がこの設定を
読み出して、いずれかの処理を選択するとしてもよい。
【００１３】
　図６は、作業者がオンライン操作禁止状態を設定または解除した場合に、現在操作中の
作業者が行う可能性のある操作に対して実行不可能なオンライン操作をホストコンピュー
タ６に通知する処理の流れを示す。
　作業者が、入出力装置３からオンライン操作禁止状態を設定または解除する。（ステッ
プ４１）
　演算装置５が、作業者操作設定を記憶する記憶装置４から、現在操作中の作業者が行う
可能性のある作業者操作を読み出す。（ステップ４２）
　読み出した作業者操作に関して、演算装置５が、オンライン操作設定を記憶する記憶装
置４から、実行不可能なオンライン操作を読み出す。（ステップ４３）
　その実行不可能なオンライン操作の情報を演算装置５がホストコンピュータ６に対して
通知する。（ステップ４４）なお、オンライン操作禁止状態が解除された場合には、実行
不可能なオンライン操作は存在しないという情報を通知する。
　これにより、ホストコンピュータ６は、現在実行が不可能なオンライン操作を認識する
ことができ、実行が不可能なオンライン操作を指示しない、または実行が可能となるまで
オンライン操作を一時停止する制御を行うことが可能となる。
【００１４】
　図７は、オンライン操作禁止状態において、作業者操作設定が変更されて、記憶装置４
に保存された場合に、現在操作中の作業者が行う可能性のある作業者操作に対して実行不
可能なオンライン操作をホストコンピュータ６に通知する処理の流れを示す。
　すなわち、演算装置５は、記憶装置４に記憶された作業者操作設定の情報が変更される
毎に、実行不可能なオンライン操作を示す信号をホストコンピュータ６に送信する。
　入出力装置３またはホストコンピュータ６からの指示により、作業者操作設定を変更す
る。（ステップ５１）
　演算装置５が、作業者操作設定を記憶する記憶装置４から、現在操作中の作業者が行う
可能性のある作業者操作を読み出す。（ステップ５２）
　読み出した作業者操作に関して、演算装置５が、オンライン操作設定を記憶する記憶装
置４から、実行不可能なオンライン操作を読み出す。（ステップ５３）
　その実行不可能なオンライン操作の情報を演算装置５がホストコンピュータ６に対して
通知する。（ステップ５４）これにより、ホストコンピュータ６は、現在実行が不可能な
オンライン操作を認識することができ、実行が不可能なオンライン操作を指示しない、ま
たは実行が可能となるまでオンライン操作を一時停止する制御を行うことが可能となる。
【００１５】
　図８は、オンライン操作禁止状態において、オンライン操作設定が変更されて、記憶装
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置４に保存された場合に、現在操作中の作業者が行う可能性のある作業者操作に対して、
実行不可能なオンライン操作をホストコンピュータ６に通知する処理の流れを示す。
　すなわち、演算装置５は、記憶装置４に記憶されたオンライン操作設定の情報が変更さ
れる毎に、実行不可能なオンライン操作を示す信号をホストコンピュータ６に送信する。
　入出力装置３またはホストコンピュータ６からの指示により、オンライン操作設定を変
更する。（ステップ６１）
　演算装置５が、作業者操作設定を記憶する記憶装置４から、現在操作中の作業者が行う
可能性のある作業者操作を読み出す。（ステップ６２）
　読み出した作業者操作に関して、演算装置５が、オンライン操作設定を記憶する記憶装
置４から実行不可能なオンライン操作を読み出す。（ステップ６３）
　その実行不可能なオンライン操作の情報を演算装置５がホストコンピュータ６に対して
通知する。（ステップ６４）
　これにより、ホストコンピュータ６は、現在実行が不可能なオンライン操作を認識する
ことができ、実行が不可能なオンライン操作を指示しない、または実行が可能となるまで
オンライン操作を一時停止するといった制御を行うことが可能となる。
【００１６】
　図９は、オンライン操作禁止状態において、予め定められた時間、露光装置１に対する
作業者操作が行われなかった場合に、入出力装置３に警告画面を表示し、ホストコンピュ
ータ６に警告を通知し、および、オンライン操作禁止状態を解除する処理の流れを示す。
　すなわち、演算装置５は、作業者の認証の後に入出力装置３を介した手動操作が継続し
て行われていない時間を計測し、計測された前記時間が閾値を超えた場合、そのことを示
す信号を入出力装置３に出力させる。
　さらに、演算装置５は、作業者の認証の後に入出力装置３を介した手動操作が継続して
行われていない時間を計測し、計測された前記時間が閾値を超えた場合、そのことを示す
信号を、通信装置２を介してホストコンピュータ６に送信する。
　作業者が露光装置１に対して作業者操作を行っていない時間（第２の時間）を演算装置
５が計測する。（ステップ７１）
　演算装置５が、予め記憶装置４に保存した第１の時間と計測した第２の時間とを比較す
る。（ステップ７２）
　計測した第２の時間が保存した第１の時間を超過していない場合、作業者が操作してい
ない第２の時間の計測を継続する。（ステップ７３）
　計測した第２の時間が保存した第１の時間を超過している場合、以下の処理を選択的に
行う。複数の処理を行ってもよい。
・入出力装置３に警告を表す情報を出力する。
・ホストコンピュータ６に警告を表す情報を通知する。
・オンライン操作禁止状態（認証）を解除する。（ステップ７４）
　作業者が手動操作を終了した後にオンライン操作禁止状態を解除することを行わないミ
スがあっても、第１の時間を超過してオンライン運用が中断された場合に上述のような処
理を行えば、オンライン操作待ちの無駄な時間を削減することができる。
　また、自動でオンライン操作禁止状態を解除してオンライン運用を再開することもでき
る。従って、オンライン運用が必要以上に中断されて生産性が低下することを防止できる
。
　すなわち、演算装置５は、作業者の認証の後に入出力装置３を介した手動操作が継続し
て行われていない時間を計測し、計測された前記時間が閾値を超えた場合、前記認証を解
除する。また、演算装置５は、前記認証を解除した場合、そのことを示す信号を、通信装
置２を介して前記ホストコンピュータ６に送信する。
【００１７】
（デバイス製造方法の実施例）
　デバイス（半導体集積回路素子、液晶表示素子等）は、前述の露光装置を用いて、感光
剤が塗布された基板（ウエハ、ガラスプレート等）を露光する工程と、その工程で露光さ
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れた基板を現像する工程と、他の周知の工程と、を経ることにより製造される。他の周知
の工程は、例えば、酸化、成膜、蒸着、ドーピング、平坦化、エッチング、レジスト剥離
、ダイシング、ボンディング、パッケージング等を例示することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の実施例における露光装置とホストコンピュータの構成図である。
【図２】本実施例における作業者操作設定内容の一例の説明図である。
【図３】本実施例におけるオンライン操作設定内容の一例の説明図である。
【図４】本実施例においてオンライン操作が実行された場合に、演算装置がオンライン操
作の実行可能、不可能を判断して、オンライン操作を実行する、または実行不可能である
ことをホストコンピュータに通知する処理のフロー図である。
【図５】本実施例においてオンライン操作が実行された場合に、演算装置がオンライン操
作の実行可能、不可能を判断して、オンライン操作を実行する、または実行を一時停止し
て、オンライン操作禁止状態の解除や作業者の操作終了などにより、オンライン操作が実
行可能となる条件になった場合に、オンライン操作を実行する処理のフロー図である。
【図６】本実施例において作業者がオンライン操作禁止状態を設定、または解除した場合
に、現在、操作中の作業者が行う可能性のある操作に対して、実行不可能なオンライン操
作をホストコンピュータに通知する処理のフロー図である。
【図７】本実施例のオンライン操作禁止状態において、作業者操作設定が変更されて、記
憶装置に保存された場合に、現在、操作中の作業者が行う可能性のある操作に対して、実
行不可能なオンライン操作をホストコンピュータに通知する処理のフロー図である。
【図８】本実施例のオンライン操作禁止状態において、オンライン操作設定が変更されて
、記憶装置に保存された場合に、現在、操作中の作業者が行う可能性のある操作に対して
、実行不可能なオンライン操作をホストコンピュータに通知する処理のフロー図である。
【図９】本実施例のオンライン操作禁止状態において、所定時間、装置における操作が行
われなかった場合に、入出力装置に警告画面を表示する処理、ホストコンピュータに警告
を通知する処理、および、オンライン操作禁止状態を解除する処理のフロー図である。
【符号の説明】
【００１９】
１：露光装置
２：通信装置
３：入出力装置
４：記憶装置
５：演算装置
６：ホストコンピュータ
 



(9) JP 2010-45193 A 2010.2.25

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】 【図６】



(10) JP 2010-45193 A 2010.2.25

【図７】 【図８】

【図９】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

